
長久手市市民活動災害補償制度 Q＆A 

１　団体登録について 

 
Q 設問 A 回答

 １ 補償制度に関して、個人的な負担はありま
せんか。 

市が負担しますので、個人及び団体の負担はありません。 

 ２ 対象となる団体は５人以上ですが、年齢制
限はありますか。

特に年齢制限は設けていませんが、乳幼児は、自らの意志で市民活動を
行うことができませんので対象にはなりません。 

 ３ ５人のうち４名が市外の人で、１人が長久
手市内に在勤である場合は団体登録できま
すか。 

原則長久手市に在住していることが必要です。

 ４ 会則・規約がないことを除けば団体登録要
件を満たしていますが、申請できますか。

団体活動の目的や継続性を確保するためには、会則や規約が必要です。
会則や規約がない場合は団体登録申請日までに会則・規約を作成してく
ださい。 

なお、会則等の作成(案)は、市のホームページからダウンロードできま
す。 



 ５ 一度登録すれば、変更事項がない限り毎年
申請をしなくていいですか。

はい。原則として年度毎の登録は必要ありません。 

ただし、代表者の変更や規約等の改正があった場合は、速やかに市民団
体登録変更届を提出してください。変更届は、市のホームページからダ
ウンロードできます。

 ６ 団体での活動をやめた場合は、申請をしな
くてはいけないですか。

取消届の提出が必要になります。 

取消届は、市のホームページからダウンロードできます。
 ７ 活動団体が複数の活動団体(下部組織)で構

成される場合は、どのように団体登録を行
うのですか。

最上位の団体が登録をしてください。規約等の中で構成団体(下部組織)
の名称を記載してください。一括して登録します。

 8 団体登録申請書の提出先について教えてく
ださい。

提出先については、以下のとおりです。なお、ご不明な場合は、地域共
生推進課に提出してください。 

 活動内容 担当課
 自治会活動、コミュニティ、その

他
地域共生推進課

 社会教育、青少年活動 文化創造課
 体育、文化、市史活動 文化財スポーツ課
 環境保全活動、清掃活動 環境課
 地域福祉、障がい者福祉活動 福祉課、(社会福祉協議会)
 高齢者福祉活動 長寿課、(社会福祉協議会)
 子ども会 子ども未来課
 学校支援ボランティア 教育総務課



２　補償制度の範囲に関すること 

 
Q 設問 A 回答

 １ 登録された団体の活動は、すべて補償の対
象となりますか。

いいえ。  

それぞれの団体が無報酬(費用弁償を除く。)で行う公共的、公益的
な活動が対象になりますので、団体のすべての活動が補償の対象と
なるわけではありません。 

 ２ 公園の清掃行事に参加するため、開催場所
へ自転車で行きますが、 自宅と開催場所
の往復の間に対人事故を起こした場合、賠
償補償の対象となりますか。また、本人も
怪我をした場合、傷害補償の対象となりま
すか。

公益的な市民活動として認められる場合は、通常通る自宅から市民
活動開催場所までの往復途上で起きた傷害補償については対象とな
ります。 しかし、賠償責任補償については市民活動中のみの補償
となります。

 ３ 市民活動の場所まで自家用車、自転車で行
く途中、事故を起こしてしまいました。こ
の場合、補償の対象となりますか。

自動車、自転車の所有、使用及び管理に起因する賠償責任は対象外
です。 

※人身事故にあった場合は、必ずご加入中の健康保険の保険者（福
祉医療受給者の場合は、保険医療課）に第三者行為の届出が必要に
なります。

 ４ 子ども会等が実施するバーベキュー大会な
どのレクリエーション活動は補償の対象と
なりますか。

レクリエーション(バーベキュー大会) については、子どもの健全育
成の観点から補償対象となります。



 ５ 子ども会の事業でドッジボール大会の練習
をしていたとき、出場した子どもが突き指
をしました。この場合、スポーツ活動にな
りますが、補償の対象になりますか。

今回のケースは、子ども会活動の一環として、親睦を深めるため 
のスポーツとして行われるドッジボール大会と言えます。そこでけ
がをした場合には、補償の対象となりますが、当日参加していたこ
とが分かる資料（参加者名簿）の添付をお願いします。 

 ６ 校区運動会、校区の夏祭り及び地区の盆踊
りなどの一般参加者は、補償の対象となり
ますか。

本補償制度は、自主的に活動を行っている市民が活動中に被った 

損害に対する補償、自治体が主催・共催する行事や事業に参画する
市民を対象にした補償制度です。したがって、単なる一般参加者は
補償の対象にはなりません。行事で一般参加者に対する保険が必要
な場合は別途加入する必要があります。

 ７ 市民活動に対して、交通費や個人が実費で
必要となる経費が支給されますが、こうい
った市民活動は、補償の対象となります
か。

原則として、報酬を伴う活動は対象となりません。しかし、交通 
費や実費程度の支給であれば、補償の対象となります。

 ８ 市外への宿泊を伴う活動(宿泊研修、宿泊勉
強会など)は、対象となりますか。

会則・規約等の目的に沿った活動であれば、補償の対象となる場合
があります。宿泊を伴う場合には、どこまでが研修会や勉強会かの
区別が明確ではないことから、実態をお聞きしたうえで判断しま
す。 

 ９ 清掃活動をしていて、けがをしてしまいま
した。この場合は、補償の対象となります
か。

はい。 

清掃活動は市民活動にあたりますので、補償の対象となります。



 １０ 市民団体の代表者が、市民活動中に同団体
の参加者にけがを負わせてしまった場合
は、この補償制度の適用が受けられます
か。

事故の内容により判断しなければなりませんが、市民団体が公 

益的な活動を行っている間に起きた事故であり、市民団体や指導
者、指導者に準じる者及びスタッフが賠償責任を問われる場合に
は、補償の対象となります。 

この事案の場合は、市民活動中の事故であり市民団体が賠償補償
対象者となります。また、けがを負った方も傷害補償の対象となり
ます。 

 １１ 家族で自治会等のまつりに行き、子どもが
転んでけがをしました。補償の対象となり
ますか。

事業に直接携わる団体の構成員が補償の対象となります。単にイベ
ントに来てけがをした場合は、本制度の補償の対象とはなりませ
ん。

 １２ 市民活動中に食中毒にかかりました。補償
の対象となりますか。

細菌性の食中毒事故は、補償の対象となります。このほか、ウイル
ス性食中毒並びに熱中症又は腸管出血性大腸菌感染症により、事故 
の日からその日を含めて 180 日以内に死亡又は後遺障害が発生し
た場合若しくは傷害を負った場合も補償の対象となります。

 １３ 特定疾病事故は補償の対象となっています
が、どのようなものですか

市民活動中に脳心疾患が原因で死亡した場合、本制度が適用され、
見舞金が支払われます。 

 １４ 講習会や講演会の参加者は、観覧者や見物
人に近い存在と考えられますが、どういっ
た場合に補償の対象となりますか。

地域活動に伴う公益的な講習会や講演会の参加者であれば、傷害補
償の対象となります。 

(例) ＡＥＤ講習会などは知識を習得することができるため、単な
る観覧者や見物人とは異なります。



 １５ 地域の自治会連合会が主催する校区の運動
会の参加者の補償の範囲は、具体的にはど
のような範囲ですか。

主催する運動会の企画、準備及び後片付けなどを行う運営者や実際
に運動会の競技に参加する者が傷害補償の対象者となります。招待 
客を含め、運動会を見に来た見物人や観覧者の方々は傷害補償の対
象外となります。 

 １６ 地域の自治会連合会が主催する夏祭りの参
加者の補償の範囲は、具体的にはどのよう
な範囲ですか。よくある事例を参考に教え
てください。

主催する夏祭りの企画、準備及び後片付けなどを行う運営者が傷害
補償の対象となります。 

(例) 

〇 補償対象 

・踊りを指導している者 

・準備で会場を設置する者や開催後に後片付けを行う者 

× 補償対象外 

 ・単に夏祭りを見に来ている者 

・単に踊る者 

 １７ 警固祭りで火縄銃の発砲を実施しますが、
補償の対象になりますか。

火縄銃を扱う行為は、危険な活動と判断しますので、補償の対象に
はなりません。 

 １８ 山車の曳き回しは宗教的な活動でしょう
か。また、伝統文化の継承活動でしょう
か。

宗教的な行事か否かの判断は、内容や個々の状況によって判断しま
す。市が主催する山車の曳き回しで、疾走や回転を行わないもので 
あれば、補償対象となります。 



 １９ 疾病の具体的な例を教えてください。 主に、急性心疾患及び急性脳疾患が疾病補償特約に含まれます。 

その他の疾患については、コミュニティ活動中に発症し、２４時間
以内に死亡したことが医師の判断により明らかであって、かつ、死
亡原因となる疾患名が特定できる場合が補償の対象となります 

(急性アルコール中毒や麻薬中毒などを除く。)。
 ２０ 費用弁償の範囲はどの程度ですか。費用弁

償として受領しているものであれば、報酬
並の金額を受領していてもよいですか。

交通費と昼食代を目安としてください。

 ２１ 市民活動中にケガをして医療機関等を受診
しました。子ども医療費受給者証等（福祉
医療費助成制度）で医療費が助成されてい
ますが補償の対象となりますか。 

医療負担に関わらず補償の対象となります。

 ２２ 市民団体が活動する上で、先方から受領す
るものが、報酬なのか、謝礼なのか、ま
た、費用弁償なのか区別がつかないことも
考えられます。どのように市は精査するの
ですか。 

事故報告書提出時に、活動内容を確認し、公益的な活動及び無報酬
であることを確認します。

 ２３ 交通安全街頭活動は補償の対象となります
か。

職務ではなく、自主的に参加され無報酬であれば、補償の対象とな
ります。 



 ２４ 安心安全課が加入している防火防災訓練災
害補償等共済と内容が重複する部分はあり
ますか。

補償内容については、重複していますが、補償の金額が異なりま
す。

 ２５ 現在、自主防犯ボランティア団体は、愛知
県の防犯ボランティア活動災害見舞金制度
を活用しています。また、任意で社会福祉
協議会のボランティア活動保険に加入して
いる団体もありますが、それらの団体につ
いても、本制度の補償制度が適用されます
か。

ボランティア団体の活動が、市の管理下の活動であれば、補償の対
象となります。ただし、保険の内容が異なりますので、注意が必要 
です。ボランティア活動保険では、天災危険が補償されていること
や個人の賠償リスクも補償されています。 

 ２６ 市が行っているワンコインサービス事業参
加者は、補償の対象となりますか。

ワンコインサービス事業は、有料ボランティアスタッフであること
から、労働報酬が支払われています。したがって、補償の対象とは
なりません。

 ２７ 登録団体が物販を伴う活動中のけがは補 
償の対象となりますか。

補償制度の対象は、無報酬の市民活動です。物販は営利目的ですの
で、補償の対象とはなりません。

 ２８ 登録団体の会則や規約には活動目的が記載
されています。例えば、その目的以外の活
動をしているときのけがは、補償の対象と
なりますか。

公共的・公益的な活動をしている最中の事故であれば、補償の対象
となります。

 ２９ 登録団体が、時々市外で活動し、その市民
活動中にけがをしたときは、補償の対象と
なりますか。

主な活動を市内でおこなっていれば、補償の対象となります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 ３０ 規約などは、入脱会が自由なものであるこ
とが団体登録の条件となっています。登録
時の会員名簿に名前がない人が、市民活動
中にけがをした場合、どのような扱いにな
りますか。 

補償制度の運用にあたって、事故があった場合は、保険会社がその
団体の代表者に事実の確認をしています。団体登録時の名簿に名前
がなくても市民活動中の事故であれば補償の対象となります。

 ３１ 競技性があるスポーツをする団体は、登録
ができませんか。

地域の清掃活動など公共的・公益的活動を行う場合は、補償の対象
となり、登録することができます。団体登録申請書の活動 内容欄
にその旨の記載をしてください。 

 ３２ 校区運動会のプログラムに参加した後、観
覧席に戻って応援している際のけがは、補
償の対象となりますか。

プログラムに参加する人は、自宅と会場との往復途中も補償の対象
となります。



３　事故報告等に関すること 

 
Q 設問 A 回答

 １ 事故報告書にはどんな書類を添付すればよ
いですか。

長久手市市民活動災害補償制度事故報告書の提出に際し、次の書類
の添付をお願いします。 

１ 賠償事故の場合 

事故内容により提出いただく書類が異なりますので、お手数で
すが、地域共生推進課(電話 0561-56-0602)までお問い合わせくだ
さい。 

２ 傷害事故の場合 

⑴  当日の参加者名簿 

⑵  けがをした当日の活動内容が分かるもの 

(例：事業計画書、開催通知文（チラシ）など) 

事故報告書は、市のホームページからダウンロードできます。 


